
千代田ビジネス大賞
募 集!

第15回

【後援】千代田区／経済産業省関東経済産業局／東京都／（独）中小企業基盤整備機構関東本部／日本政策金融公庫東京支店／
　　　（公財）東京都中小企業振興公社／（地独）東京都立産業技術研究センター／東京商工会議所千代田支部／
　　　東京中小企業家同友会千代田支部／千代田区商店街連合会／千代田区商工業連合会／東京中小企業投資育成株式会社

主催　公益財団法人まちみらい千代田

千代田ビジネス大賞とは
公益財団法人まちみらい千代田では、中小企業の成長発展を支援す
ることを目的として、経営革新や経営基盤の強化に取り組む企業を表彰
します。

●特徴のある優れた活動実績をあげている千代田区内の中小企業を表彰します。
●表彰企業は、「NEWSまちみらい」、ホームページに掲載する他、紹介パンフレット
の作成、プレス発表等により広報します。



◆大　　　　賞　
    最も優秀であり、千代田区に相応しいと認められた企業……………………………………………… 1社

◆千代田区長賞　
    特に優秀と認められ、今後、千代田区を代表する企業となることが期待される企業 ……………… 1社

◆東京商工会議所千代田支部会長賞　
    今後の更なる発展が期待され、特に優秀と認められた企業…………………………………………… 1社

◆東京中小企業家同友会千代田支部長賞
　 社員教育を重視していると認められた企業 …………………………………………………………… 1社

◆女性経営者賞　
    優秀と認められた女性経営者の企業 …………………………………………………………………… 1社

◆優 秀 賞　
    優秀と認められた企業 ………………………………………………………………………………… 数社

◆特 別 賞　
    特徴的な取り組みをしており、将来を期待されると認められた企業………………………………… 数社

◆表彰企業の紹介パンフレットを作成し、企業には1000部を無償で提供します。
◆表彰企業は、「NEWSまちみらい」「まちみらい千代田ウェブサイト」で広く紹介するとともに、企業広告を
無料で掲載します。
◆表彰企業に対しては、千代田ビジネス大賞のロゴを企業PRとして利用することを許諾します。
◆大賞受賞企業は、ちよだプラットフォームスクウェア1階に社名を掲示し、その優秀な取組みを永くたたえ
ます。

表彰特典表彰特典

◆表彰式は、令和6年２月14日（水）に開催します。
◆表彰企業には、賞状及び記念品を贈呈します。

表　　彰表　　彰

賞の種類賞の種類



（1）エントリーの方法
「エントリー申込書」をメール（biznet@mm-chiyoda.or.jp）にてお申し込みください。
なお、（公財）まちみらい千代田のウェブサイトからもお申し込みいただけます。
 URL  http://www.mm-chiyoda.or.jp

（2）エントリーの締切…………… 令和5年8月31日（木）
（3）審査書類の提出

一次審査(書類審査)に際して以下の書類の提出をお願いします。
①事業活動説明書、損益計算書（フォーマットあり）
②直近3期分の決算書・確定申告書の写し（決算書・申告書は3期間に満たない場合はその期間分）
③営業案内・商品カタログ等事業内容が分かるもの
※審査書類の提出は  令和5年9月11日（月）必着でお願いします。
※審査書類は返却しません。
※審査書類は他の目的には使用せず、厳重に管理します。

エントリー方法エントリー方法

（1）区内に本店（営業の本拠）があり、1決算期以上事業活動している中小企業または個人の商店であること。
（2）経営成績および財政状態が健全であること。

（3）個人は従業員数のみ、法人は資本金か従業員数のいずれか一方が該当していればエントリーいただけます。
（4）経営者、家族従業員は従業員数には入りません。

エントリー資格エントリー資格

中小企業とは中小企業とは

資本金5,000万円以下
または

従業員100人以下

サービス

資本金3億円以下
または

従業員300人以下

製造業
資本金1億円以下

または
従業員100人以下

卸売業

資本金5,000万円以下
または

従業員50人以下

小売業

24

（1） 提出された書類に基づき一次審査（書類審査）を行います。
（2） 一次審査で一定の基準を満たしていると判定された企業には、調査員（（一社）ちよだ中小企業経営

支援協会所属の中小企業診断士）が伺い、ヒアリングによる二次審査（現地調査）を行います。
  ※二次審査に該当した場合には、調査員の訪問日程等の調整にご協力くださるようお願いします。

（3） 調査員は、調査結果を基に協議のうえ表彰候補企業を選定し、諮問委員会に推薦します。
（4） 諮問委員会では、諮問委員から表彰候補企業について総合的な見地からの意見を伺い、その結果を
（公財）まちみらい千代田理事長に報告します。

（5） （公財）まちみらい千代田理事長が諮問委員会の意見を踏まえ、千代田ビジネス大賞表彰企業を決定
します。

（6） 表彰企業は、表彰式会場にて当日発表します。（令和6年２月14日（水））

審査方法審査方法



（1）経済産業省関東経済産業局地域経済部 地域振興課長 室住　敬寛
（2）公益財団法人東京都中小企業振興公社 総合支援部長 　平川　浩一
（3）地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 
 技術支援本部 技術支援部長 　谷口　昌平
（4）東京商工会議所千代田支部 会　長　 栃木　一夫
（5）東京中小企業家同友会千代田支部 支部長　 瀬戸龍太郎
（6）千代田区商店街連合会 会　長　 髙山　　肇
（7）千代田区商工業連合会 会　長　 山本　久喜
（8）公益社団法人日本フィランソロピー協会 理事長　 高橋　陽子
（9）その他中小企業の経営に高い識見を有する者

（1）「NEWSまちみらい」への掲載
「NEWSまちみらい」（発行52,000部）紙上で、すべての企業を紹介します。このため、企業紹介の
原稿（100字程度）を審査書類とともに提出いただきます。
また、「まちみらい千代田ウェブサイト」でも、企業名を紹介します。

（2）中小企業診断士による経営相談や経営診断、アドバイス等が受けられます。
（3）東京都中小企業振興公社実施の専門家派遣の採択を受けた企業の助成を優先します。
（4）東京都立産業技術研究センター実施のオーダーメード型技術支援の採択を受けた企業の助成を優先

します。

審査は、「社会・経済への貢献性」、「製品・サービスの革新性」、「企業経営の戦略性」の3項目を基本
に行います。

第 13回千代田ビジネス大賞諮問委員（予定）（敬称略）第 13回千代田ビジネス大賞諮問委員（予定）（敬称略）

二次審査通過特典二次審査通過特典

審査基準審査基準

社会・経済への
貢献性

企業経営の
戦略性

展開している事業が社会や
経済に貢献している

経営環境への先見性があり
戦略的な経営である

製品・サービスの
革新性

提供している製品・サービスが
革新的である



「エントリー申込書」を（公財）まちみらい千代田まで
お送りください。（最終締切8月31日）
※まちみらい千代田ウェブサイトからもお申し込みいただけます。

二次審査の結果から選定した表彰候補企業を
（公財）まちみらい千代田理事長に報告します。

表彰と情報交換・懇親会等を行い、プレス発表します。
※表彰企業は当日発表となりますので必ずご出席ください。

（公財）まちみらい千代田理事長が表彰企業を最終決定
します。

提出された書類を審査します。

9月11日（月）までに必ず提出してください。

エントリー

書類審査
（一次審査）

現地調査
（二次審査）

審査書類の提出

諮問委員会

表彰企業決定

表 彰 式

令和5年
～8月31日（木）

令和5年
～9月11日(月)

令和5年
9月下旬～

令和5年
10月～11月下旬

令和6年
1月中旬

令和6年
1月下旬

令和6年
２月14日（水）（予定）

一次審査の結果により、企業を訪問してヒアリング調査を
行います。（現地調査のアポイントは業務委託している中小企
業診断士から直接連絡が入ります）

■ 表彰式までの流れ



1. 社訓にサミュエル・ウルマンの詩「青春」を掲げ、社員に対し経営方針では
「社長は社員第一主義、社員はお客様第一主義」とし、行動規範やそれぞ
れの仕事と責任など細かく規定され、創業者が掲げた「青春」の社訓が会
社の風土として根付いている。

2. 経営計画書は、その内容を全社員と共有することで「社員第一主義、
お 客様第一主義」の経営方針を実践している。

3. 経営は、無借金経営であり今後も継続しながら、現在は海外展開を計画
している。社員に対する待遇面では、数年計画で社員の給与を高い水準
で賃上げをする準備をしている。

4. コロナ禍では、コロナ関連商品について売上の5%を寄付するなど、社会
貢献活動も積極的に行っている。

評価のポイント

石塚株式会社
代表取締役社長　熊谷 弘司

令和4年度 第14回千代田ビジネス大賞　表彰企業のご紹介令和4年度 第14回千代田ビジネス大賞　表彰企業のご紹介

大 賞大 賞

1. 栄養管理システムという専門分野で、常に先を見据えたシステム開発に取り組んでおり、地
方発の中小企業であるが、付加価値の高い高品質なシステムを継続的に供給し続けている。

2. 現会長が中小企業家同友会の門を叩き、そこで得た知識を実践し、社員一丸となれ
る企業理念と、毎年全社員で作り上げる経営指針書によって、中長期まで見据えた
戦略を遂行している。

3. 製品自体が、高い社会貢献性を有しており、従業員の高い意欲に繋がっている。その
意欲は業績に結び付き、本業以外の社会貢献への取り組みにも反映されている。

トータル・ソフトウェア株式会社
代表取締役社長　瀬戸口 正

東京中小企業家同友会
千代田支部長賞

東京中小企業家同友会
千代田支部長賞

評価のポイント

1. 独自のDSP技術により、製紙機械の汚れ防止対策のサービスを提供するとともに製紙現
場の働き方改革を推進する目的で、システムSmartPapyrusⓇの開発、提供を行っている。

2. DSP技術は、国内の99%、アジアの約60%の段ボール原紙工場で利用されており、
古紙リサイクルを推進するうえで必要不可欠な技術となっている。

3. 59の特許と実用新案、3つの意匠権、38の商標権を所持し、市場での優位性と信頼
を獲得している。

株式会社メンテック 
代表取締役社長　関谷 宏

東京商工会議所
千代田支部会長賞
東京商工会議所
千代田支部会長賞

評価のポイント

1. 上場企業の新規事業立ち上げの際に導入する大手コンサル会社のパッケージソフト
に比べ、低価格の導入を可能とし、コンサル業務や出口戦略等の一連の業務を統合
的に提供する新たな領域を見出している。

2. 日本の新規事業市場において、導入コストを抑えるだけではなく、事業担当者のニー
ズを満たすことで急拡大している。また、代表者の戦略的能力は非常に高く、計画的
に時価総額を積み増している。

3. 海外のオフシェア企業との連携により、ベトナムの人材を業務委託にて20名採用し、
グローバルな人材調達により、コストを抑えたサービスを提供可能にしている。

Tanaakk株式会社
代表取締役　田中 翔一朗

千代田区長賞千代田区長賞

評価のポイント



1. 病院のコンサルでは、病床数のコントロールで収益増を図っているが、TMMCで
は、独自開発したレセプト精度評価ツールで改善ポイントを発見し、改善するとい
う新たな領域を見出している。

2. 健保向けレセプト自動点検システムの開発を機に、医療業界との関わりを深め、
レセプトから見えてくる病院経営の問題に着目し、業務改善コンサルに参入した
戦略性。

3. 地域医療を支える病院の経営改善支援という高い社会貢献性。また、本業以外
でもSDGsに貢献し、弱者救済に資する投資を行うなど、経営者自身の高い社会
貢献マインド。

株式会社TMMC
代表取締役社長　宮城 達夫

優 秀 賞優 秀 賞

1. クラウドサービス「4-SITE」は、クライアント企業と産業廃棄物処理事業者間で
必然的に発生する必要書類をデータで共有し、業務の見える化を実現させた。

2. 廃棄物処理における文書、データの厳格な管理基準により業務量が増え、法的
な制約やコスト増など課題が顕著化している大企業を中心に多業種・多業態へ
の導入が進み、今後は中小企業への普及が見込まれる。

3 子育て中の社員が、急に起こる子供の体調不良等の休暇に対しては、フォロー
システムでリカハリーし「働きやすく持続できる職場づくり」を展開している。

株式会社トラスト&フォーサイト
代表取締役　立川 久雄

優 秀 賞優 秀 賞

1. 自社が保有する2つの特許技術を組み込んだクラウドサービスを、DX人材の育
成という社会課題解決に利用できるツールとして提供している。

2. DXの導入が難しい地方企業に対する事業である「地方型AI人材育成実証事
業」では「SIGNATE Cloud」を導入してもらい、地方創成に貢献している。また、
経済産業省のDX人材育成プログラム「マナビDX Quest」の運営にも参画して
いる。

3. オープンイノベーション形式でAI開発/データ分析に挑む「SIGNATE
 　Competition」は、2020年度「情報化促進貢献個人等表彰」で、経済産業大臣
賞を受賞している。

株式会社SIGNATE
代表取締役社長CEO　齋藤 秀

特 別 賞特 別 賞

1. 印刷業界向けに特化した「見積から受注、売掛、発注、買掛、在庫、原価、印刷工
程管理まで全てのデータを一元管理する」基幹業務システム「プリントサピエン
ス」は、約300社に導入されている。

2. 「ミツモザウルス」は、発注者側の支援ツールで、東京外語大、東京芸術大学をは
じめとする大学機関、全国の労働局、宮城県では県全体で利用されている。

3. 社会貢献活動は積極的に行っており、東日本大震災の際には、売上金の一部を
義援金として寄付し、熊本地震の際にも、「熊本城災害復旧支援金」の寄付を
行っている。

株式会社 JSPIRITS
代表取締役　地代所 伸治

特 別 賞特 別 賞

評価のポイント

評価のポイント

評価のポイント

評価のポイント



「エントリー申込書」にご記入の上、FAXでお申し込みください。

FAX：03‐3233‐7557
なお、ウェブサイトからもダウンロードいただけます。 （http://www.mm-chiyoda.or.jp）

千代田ビジネス大賞 エントリー申込書

公益財団法人まちみらい千代田
産業まちづくりグループ 宛

事業所名

事務局欄　　　　　年　　　　　 月　　　　　 日

事業所所在地 　〒　　　　 　　-

千代田区

TEL：

FAX：

HP：http:// 

（連絡担当者）　氏名：

所属：

TEL：

FAX：

E-mail：

業　　種：

資本金／元入金：　　　　　　　　　　　百万円

創　　業（西暦）：　　　　　　　　　　　年

法 人 化（西暦）：　　　　　　　　　　　年

主な事業内容：

エントリー理由：

【今後の支援について】
まちみらい千代田で実施している経営相談やアドバイス、専門家派遣事業補助金等の支援を希望しますか?

□希望する　　　□希望しない　　　□検討する

直近1年間の売上高（□に「✓」印を記入して下さい）

□5,000万円未満　  　  □5,000万円以上　 　   □1億円以上　  　  □3億円以上　       □5億円以上（約 　　　　　　　億円）　

常勤役員数：　　　　　　　名

従 業 員 数：　　　　　　　名

うち、パート・アルバイト（　　　　　　名）

家族従業員（　　　　　　名）

ふりがな

代表者名： 生年月日：　　　　　年 　　　　　月 　　　　　日（　　　　歳）
ふりがな

公益財団法人まちみらい千代田　産業まちづくりグループ
〒101-0054　東京都千代田区神田錦町三丁目21番地
 ちよだプラットフォームスクウェア4F
 TEL：03-3233-7558　FAX：03-3233-7557
 URL http://www.mm-chiyoda.or.jp

※この表彰事業の調査事務は、（一社）ちよだ中小企業経営支援協会に委託しています。


